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議 事 次 第 

 

1．開 会 
 

2．議 事 
 

１）これまでの調査・検討経緯の概要と今後の検討方針 
 

２）平成 16年度の調査・検討成果および平成 17年度の調査・検討計画 
 

３）勉強会 
テーマ：泥炭地の地下水－釧路泥炭地にみる 
発表者：農村空間研究所 所長、北海道大学名誉教授 梅田 安治 

 
3．その他 

 
4．閉 会 
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第3回水循環小委員会の発言概要と今後の検討方針

項目 発言概要 検討方針 備考

水質の流出負荷の検討は、農地・林地からの面源負
荷流出する物質の原単位および量を算出している
が、畜舎排水などの点源負荷の流出については検討
しないのか。

流出負荷量の検証は、発生源別の原単位、流出負荷
量検討、流域レベルの現況負荷の把握にフィード
バックするような調査内容となっているが、流域の
点源について解明しないと、問題は解決しない。農
地は面源として捉えると漠然とした推移の把握に
なってしまうので、人為的な影響として把握する方
が良い。

原単位法でも点源負荷量の算出はできる。流域に流
出する負荷量が何によって起こっているかを科学的
に解明することが前提である。

＜勉強会での質疑事項＞中津川委員「釧路湿原の水循環について」

項目 質問・意見 応答 備考

霧や露の効果を評価しているのか。

基本的にはアメダスや開発
局の雨量計等のデータを使
用しているが、測定可能であ
れば考慮したい。

地下水位が低下してきているかどうかは現時点の
データから不明である。地下水位が提内排水路に流
入する等の影響も否定できない。仮に影響があると
すれば、地下水保全の方策を考えるべきでは。

泥炭地の植生を議論する場
合、地下水位は表層と深層
を不連続と捉える必要があ
る。

ハンノキ林の拡大は、地下水位変動の関係はわかっ
ているのか？

計算では1m以上の地下水位
変動があるところでハンノキ
林が拡大していることがわ
かっている。実測データを整
理し、今後報告する。

右岸堤防の北側はミズゴケ湿原・ミズゴケ泥炭堆積
層が多く、南側はヨシ堆積層で、同じ泥炭であって
も密度と水位の変動との関係はないのか。

なぜ右岸堤防北側は水位変
動が少なく南側で変動が大
きいのかというと、降水量の
変動に追随しやすいことがあ
ると考えている。計算など結
果にあらわれているものは、
西側で滞水層が浅くて、滞水
層は東側に行くに従って深く
なっているという傾向がある。
地下水が地表に近いところで
変動が大きいという結果に
なっている。

栄
養
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家畜ふん尿にどの程度問題
があるかを把握している自
治体や、農業担当者と連携
し、特定の点源排出もあり
うることを念頭に置き、今
後のとりまとめにおいて整
理を進める。
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